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9. 研 実 いこと。) 

すること。また、国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等

鏡での断層画像再構成の実現可能性を検証するために次の事柄について、理論的検討お

可能であるとの結論を得た。この場合の理論的分解能は計測装置におけるＳＮ比

タを導入した。またナノ粒子を蛍光試料に用いることができるよう波長405nmのレ

績の概要(国立情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、600 字～800 字で記入。図､ｸﾞﾗﾌ等は記載究 しな

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、 
     交付申請書に記載した「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できる 

      だけ分かりやすく記述

       は記載しないこと。 

本年度はエバネッセント顕微

よび実験的検討を行った。 

 入射角変調による３次元再構成アルゴリズムの検討および理論分解能の検討については、これまでの最小自乗法を

用いた手法では同じｘｙ座標上の点で距離の異なる２点を分離検出できない問題があったので、これを解決するため

に複数点の存在を想定した再構成アルゴリズムを考案した。この手法では、蛍光分子の励起確率が基板からの距離に

対して指数関数的に変化することを想定して、それを複数点でそれぞれ計算することで基板からの距離を求める。ま

た理論分解能は、これまでの光学顕微鏡とは違って指数関数的減衰を利用して再構成するので、光軸方向の分解能が

回折限界による制限を受けずに分解

によって決まることが導かれた。 

 エバネッセント顕微鏡システムの改良では、倒立型顕微鏡をベースにした既存システムで、入射角を位置再現性よ

く走査するために自動アクチュエー

ーザー光源 (既有) を導入した。 

 蛍光画像計測データ収集計算機システムの構築では、画像データ取得から再構成までを一貫して行えるシステムを

デザインし、現在実装作業中である。画像再構成・画像表示プログラムについては現在、本画像再構成結果を表示・

検討するのに適したシステムを開発中である。さらに、テストデータを用いたシステム検証作業に取り掛かっている

。                                        
※ 成果の公表を

 
見合わせる必要がある場合は、その理由及び差し控え期間等を記入した調書(A4 判縦長横書 1 枚)を  

付すること。添
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13. 備考 

 ※ 研究者又は所属研究機関が作成した研究内容又は研究成果に関するｗｅｂページがある場合は、ＵＲＬを記載す 

ること。 

 

 
 


